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平家政権の日中間交渉の実態について
髙橋　昌明
はじめに
一二世紀の前半、院政の武力的支柱として台頭してきた伊勢平氏は、保元（一一五六年）、平
治（一一五九年）という二つの内乱を勝ち抜き、中央の政局を左右する強力な政治勢力の位置を
確保する。平治の乱後、二条天皇親政派と後白河院権力の対立が激化。平清盛は両勢力の間にあっ
て、巧みに政界を遊泳。急速な官位の昇進を果たし、永万元年（一一六五）秋以降、後白河上皇
と連携し、その目下の同盟者として国家権力を分有するようになった。その勢いで、仁安元年
（一一六六）一一月内大臣、翌二年二月には太政大臣と、異例の速さで官位の昇進を果たしてゆく。
もっともこの時期、太政大臣それ自体は一種の名誉職で、むしろ辞任後、前大相国（大相国は太
政大臣の唐名）の肩書きで、政界に発言することに意味があった。
彼もわずか三カ月で辞任し、平家の表の顔、氏長者を嫡子重盛に譲る。ところが、これからと
いう矢先の翌年二月、大病を患い出家した。一命は取りとめたものの、まもなく摂津国八
やた
部
べ
郡平
野（現神戸市兵庫区）の福原山荘に移住する。仁安四年正月～三月のころと推定される。以後居
住すること一〇年以上に及んだ。この居住は後年「近年摂州平野の勝地を占め、遁世退老の幽居
となす」（『山槐記』治承四年三月五日条所収二月二〇日太政官符）と述べられている。
清盛は普通六波羅入道といわれる。平家の本拠が京都東山の六波羅にあったからである。しか
し、福原に退隠するとき、重盛に六波羅の泉殿を明け渡し、その後この地にほとんど足を踏み入
れた形跡がない。それまで同居していた清盛と妻時子は、ともに六波羅を出て、かたや福原、か
たや京都におけるもう一つの拠点・西八条（現京都市梅小路公園のあたり）に居を移した。西八
条邸はもともと時子の持ち物で、清盛が福原から上洛したときには、決まってそこに泊まった。
清盛夫婦は現在の氏長者重盛と、そういうかたちで完全に棲み分けしていたのである。
そして清盛は、機会と見るや福原から京都の政治に介入した。福原退隠は、後白河との同盟
を維持しつつも、院権力から適度の距離を保つために取った、独自な政治手法だったのである。
彼もここぞの局面では上洛したが、その回数は治承四年一一月末までで二〇回、うち妻や息子
の病気になど私的な上京が数回あった。一方、後白河は清盛との距離を詰めるため、その福原
の別荘をたびたび訪問した。仁安四年三月以後安元三年（一一七七）三月までの間に八回を数
える（1）。
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Ⅰ．宋人、福原に来たる
嘉応二年（一一七〇）九月、宋人が福原の清盛の山荘にやって来る。このとき、京都では洛南
の城南寺で競馬の行事が行われていた。それに臨席していた後白河法皇は、終わるやいなや福原
山荘にかけつけ、直接宋人を「叡覧」する（『百練抄』九月二〇日条）。この後白河の放胆な振る
舞いに、一言居士の右大臣九条兼実は「未曾有の事」「天魔の所為か」と評した（『玉葉』九月
二〇日条）。九世紀末の宇多天皇が譲位にあたり皇太子（醍醐天皇）に訓戒した、「外蕃の人必ず
しも召し見るべき者は、簾中にありて見よ。直に対
むか
ふべからざくのみ」が、念頭にあったのであ
ろう（『寛平御遺戒』）、
宋人の福原来訪ルートが海・陸いずれだったかは不明である。海路なら福原山荘の南約三・五
キロの地にある古代以来の大輪田泊付近に接岸したはずである。いずれであれ、そもそも宋人が
都近くやってき政界の最高権力者と直接会う、ということ自体が絶えてなかった。外国船は九州
の博多で応対させ、門司関をぬけ瀬戸内海に入ることがなかったからである。
寛平六年（八九四）遣唐使派遣が中止されてから、日本は中国と正規の国交をもたないままと
きを過ごした。しかし民間貿易は続く。対日貿易に従事する商人は、東シナ海を横断して大宰府
の外港博多津付近に着岸。海商が博多に来着すると、大宰府が商人の氏名、来航目的を「存問」し、
積載貨物の目録、宋政府発行の公憑（渡航許可証）などの提出を求め、朝廷では大宰府からの報
告に基づいて商人の安置・廻却を議し、勅裁によって処遇を決める。安置の場合、弁官のち蔵人
から選ばれた 唐
からもののつかい
物使 が派遣されて、朝廷の必要とする貨物を優先的に買い上げたのち、民間の
交易を許す方法がとられた。
やがて唐物使の派遣がなくなり、大宰府に貿易管理がまかされるようになり、それが一二世紀
前半まで続いている（2）。また朝廷は、来航にたいする年紀制（九一一年制定）をたてに、規定
を守らない船には帰国を命じたが、実際には貿易が許される場合が多かった。これは支配層自
身が、海商のもたらす唐物を欲しがったからである。もちろんその帰り船、のちには明州からやっ
てきて博多に居定住した宋の商人が仕立てた船で、日本産品を輸出することがあった。
一二世紀後半になると博多では、貴族や僧侶（寺社）が大宰府の頭越しに宋の商人と接触、貿
易商品を取得するようになった（3）。長承二年（一一三三）、宋商の船が博多にあった院領神崎荘
の倉敷（各地の荘園から年貢などを輸送する際に、一時保管する倉庫が置かれた所）に来着する
と、同荘の預所だった清盛の父忠盛が、鳥羽院のご意向ありと称し、大宰府府
ふ
官
かん
（太宰府の行政
を担当する現地の有力者で三等官、四等官に就任している者）の存問を排除せんとしたのは、そ
の早い例といえよう（『長秋記』八月一三日条）（4）。のちの平家の対中国貿易も基本的にはその
延長線上にあった。清盛時代が忠盛のころと違っていたのは、忠盛が院の手足として働いたのに
たいし、平家自体が権門化し自利のために貿易を行った点である。
本題に返って、嘉応二年の宋人は何故に福原にやって来たのか。むろんたまたまのはずがない。
じつは、中国側の『仏祖統紀』には、その三年前の乾道三年（仁安二、一一六七）に、日本が宋
に「使」を派遣し、「四明の郡庭」に書を致して、「仏法の大意」について名僧に問うことを求め
た、という記事が見える。「郡将（郡守）」は僧侶を募ったが、畏れ縮まって命に応ずるものがな
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かった。そこに棲心維那なる僧が現れ、日本の書を読み七箇所の「疏繆」を指摘、使者が「慚懼」
して退いたという（巻四八）。この「使」は託された使命から考えて僧侶があたったに違いないし、
『愚昧記』仁安三年一二月一三日条にみえる「入唐上人」と同一人物だろう。すなわち中国浙江
の地を経めぐり、仁安三年九月、栄西と同船で帰国した俊乗坊重源その人、と考えられている。
四明は明州の別名である。中国浙江省の東部、寧波の市街地の南西にある千メートル前後の四
明山にちなんで、明州と名づけられた。杭州湾の南岸東端の甬
ようこう
江下流平野中央で、甬江と余姚江・
奉化江の合流点（三江口）にある。当地は越州に属していたが、唐代になって州内に鄮
ぼう
県が設置
され、玄宗の開元二六年（七三八）甬江流域と舟山群島が鄮県から分離し、明州の名称と行政領
域が成立した（5）。南宋後半に慶元府、元代は慶元路、さらに明代には寧波と改名される。中国
では、漢代以降、州が細分化され郡と大差なくなった。唐初に郡が廃止され、州・県二級の行政
区が採用されたので、「四明の郡庭」とは明州の政庁をさしている。
明州の発展は唐中期にはじまった。地勢や海流、風向きなど自然条件に恵まれ、南シナ海・東
シナ海の海上交通が集中し、余姚江を遡れば杭州・大運河に至る。中国の最重要海港の一つとし
て栄え、日本からも遣唐使以来、多くの船舶が向かっている（6）。日本に来航する中国商人も明
州付近を拠点にしていた。
当地には市舶司が置かれた。中国の海港に置かれた貿易管理機関で、外国船の積荷の臨検、約
一〇分の一の課税、香料・象牙などの専売品の買収や販売、出港許可証の交付、船籍管理、貿易
振興、密輸禁止にあたった。開元二年（七一四）広州にはじめて設置され、宋代に入り中国の造
船・航海術が飛躍すると、広州・泉州（以上南海貿易）、明州・杭州・秀州（以上南海および日本、
高麗貿易）、密州（高麗貿易）などに置かれている（7）。
ところで『攻媿集』巻一一〇所収「阿育王山妙智禅師塔銘」（一一八八年撰）には、「日本国王」
が阿育王山の寺主・妙智禅師の偈語に啓発され、国を譲って仏門に入り、毎年「弟子の礼」を修
め、幣物を奉り、また良材をもって明州の阿育王山寺に舎利殿を建立した、という記事がある。
阿育王山寺は現在の寧波市中心街の東約一六キロの場所にある。南宋の時代、中国禅林の五山・
十刹の制が設定されたとき、五山の第五位にランクされた名刹だった。同寺は平安後期の日本で
は舎利信仰の寺として聞こえていた（8）。仏門に入った「日本国王」とは、嘉応元年（一一六九）
六月、出家して法皇となった後白河上皇を指している。
金の南進によって五台山がその支配下に入り、日本の入宋僧の巡礼先も天台山（国清寺）をは
じめ浙江東部の諸寺院、阿育王山寺・天童寺・普陀山などに移っていたから、後白河は彼らから、
聖跡としての阿育王山寺の盛況ぶりについて聞くところがあったのだろう。それで彼は、阿育王
山寺と妙智禅師を深く信仰し、舎利殿を建立することを志すにいたった。その事実については、
古く日野開三郎氏、近年は藤田明良・横内裕人両氏が言及し、さらに渡邊誠氏が詳論を展開、重
源や栄西の渡宋との関係についても説き及んでいるので、ここではそれらに譲りたい（9）。
つまり日本が乾道三年宋へ派遣した使いは、後白河の願望によるもの、嘉応二年の宋人の来訪
は、後白河の熱意と幣物にたいする返礼使とみなすことができる。だからこそ、後白河法皇も宋
人来るの報を聞いて、急ぎ福原に駆けつけ引見したのだろう。
そして宋人が福原にやってきたことが語っているように、乾道三年に宋へ使いを派遣した実際
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の力は、清盛のそれであったと考えられる（10）。
Ⅱ．承安の外交　
ついで承安二年（一一七二）九月、明州から、後白河法皇と清盛入道に「方物」（土産）が届
いた（『玉葉』九月一七・二二日条、）。方物には送文が付き、一通は「日本国王に賜ふ物色」と
あり、いま一通は「日本国太政大臣に送る物色」とあった。貴族たちは、これは孝宗皇帝（在位
一一六二～八九）からの直接の土産でなく、「明州の刺史（州の長官、宋代は知州と改称）」から
のもので、しかも「日本国王に賜ふ」というのは、「相互に差別無」き過去の外交慣例と違って
いる、我が国を見下して無礼だから受け取らず、返牒（牒は直属関係にない役所間で交換される
公文書のこと）も出してはならない、と反発する。彼らの感覚では「賜ふ」が無礼なだけでなく、
「日本国王」号も問題である。それは中国皇帝が朝貢してくる周辺諸国の王に授ける臣下の称号
だからである。
宋は高度に中央集権的な国家だから、建国当初の全国約二五〇の州は皇帝直属、知州も中央　
政府の官職の肩書きを持つ官僚が、あくまで皇帝の名代として臨時に派遣されてくるという建前
をとっていた（11）。知州からの使といっても、決して一地方官のスタンドプレーではありえない。
多分筆者が初めて指摘したことだと思うが（12）、このとき貴族たちが「明州の刺史」といって
いるのは、正確には明州の沿海制置使のことである（『師守記』貞治六年五月九日条）。沿海制置
使は南宋の時代、水軍を統轄して南海貿易（中国と東南アジア・南アジアとの間の海上貿易。九
世紀ごろからは中国人商人が直接それら各地に進出した）に害をなす海賊を取り締まり、海路の
平静を実現するため、浙江・福建などの沿岸地方に設けられた制度である（『宋史』巻一六七職
官志一二〇）（13）。浙江では、紹興三年（一一三三）明州に設置され（『宋会要輯稿』職官四〇之五）、
明州の長官が兼任していた。同地には水軍も二千人配備されていた（『宋史』巻一八九兵志三）。
同時期この職に起用された人物は、いずれも王族や皇帝の外戚、皇帝親衛軍の最高司令官を経
験したような大物で、海賊平定に熱を入れていた（『宋史』巻四六五外戚伝下など）。承安二年日
本に使を送ってきた知明州兼沿海制置使は、孝宗皇帝の同母兄趙伯圭である（『宝慶四明志』巻
一郡守）。彼は猖獗を極めた海賊にたいし、人を遣わしてまず一人の有力者を説得して帰降させ、
つぎに彼を派遣して別の仲間を擒にした。二人は凶暴で絞猾だったが、伯圭が手なづけて用いた
ので、賊党はついに散り散りになった（『宋史』巻二四四宗室一嗣秀王伯圭）。
彼が後白河と清盛双方に供物を送ってきたのは、異なった二つの目的があったと考えられる。
一つは後白河の明州の阿育王山寺に舎利殿を建立するという志を実現する件で、そのための、実
務的な協議を目的としていたのであろう。ついでながら『平家物語』（巻三金渡）に、有名な話
がある。安元のころ（一一七五～七七）、平重盛は鎮西の妙典という船頭に黄金三千五百両を与え、
千両は育王山（阿育王山寺）の僧に贈り、二千両を中国の皇帝に奉り、田地に代え、それを育王
山に寄進して、わが後世を弔うよう伝えよと語った。妙典がその通り実行したので、いまも、重
盛の後世善処を祈ることが続けられているという。この話自体は、フィクションと考えられてい
るが、妙智禅師は理財経営に巧みで、孝宗より寺田の寄進を受け、「長生局五所」を造るなど営
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利事業を展開し、信者による「金帛」の捨施を営利事業の資本としたという（14）。平家一門のな
かにも、その勧誘にしたがって、育王山や妙智と仏縁を結ぼうとした人物がいたことまで、否定
する理由はない。
二つ目は清盛のそれで、これこそ日宋貿易にかかわるものである。そもそも舎利殿を建てるた
めの日本産材木の助成にしても、他の事例から考えると無償の喜捨ではなく、対価をともなう輸
出事業であった（15）。乾道三年の遣使を清盛が実現させたのも、材木売り込みの意図があったか
らに違いない。『平家物語』の「金渡」のような信仰は信仰として、清盛の真の狙いは、日宋貿
易を盛んにすることにあった。その意味でこの件にかんしては後白河と清盛は同床異夢、すくな
くとも重点の置き所に違いがあった。
近年承安の日宋交渉の目的を、渡邊誠氏のように事実上後白河の舎利殿建立に絞りこむ見解が
ある（16）。氏は「この時期の日宋交渉の目的は複合的にとらえねばなら」ないといいながら、経
島築造や宋船の「輪田泊」への寄港、宋銭の大量流入など、貿易に深く関係する諸事実を無視す
る結果になっており残念である。
翌年三月後白河法皇は、清盛に返牒を遣わすよう「内 （々公卿議定を経ることなく）」に命ずる。
返牒は「日本国沙門静海（清盛の法名、浄海とも）牒す　大宋国明州沿海制置使王」と書き出さ
れ、内容も「進物の美麗珍重」を大いに誉めたもので、外交慣例と違うことを詰問せよとの声は
無視された。対等であるべきといっても、それは日本側の一方的な願望で、清盛には、世界の超
大国と張り合うなど、一顧の余地もなかったのである。後白河が清盛の名で沿海制置使宛てに返
書を出させたのは、実質担当者だからというだけでなく、貴族たちの反発に配慮し、相手方のと
つり合わせるための措置と思う。
後白河法皇は宋の使者に、蒔絵の厨子に入れた色革（色や模様を染めつけた革。そめかわ。古
来より武具 ･ 馬具などに用いられた）三〇枚と蒔絵の手箱に納めた砂金百両の贈物を賜い、清盛
も「剣一腰」「物具（鎧）」などの贈物を添えた（『玉葉』三月一三日条、『師守記』前掲条、『百
練抄』三月三日条、『異国牒状記』）。
Ⅲ．中国側の姿勢
承安二年の日本への使は、沿海制置使司の名で送られてきた。同一人の兼務とはいえ、文官職た
る知州ではなく、海賊制圧を任とする沿海制置使名での派遣だった点に、軍事・治安問題が懸案だっ
たことを読みとるべきである。『宋会要輯稿』によれば、乾道九年（承安三）五月二五日、日本の
返牒・進貢品が南宋皇帝のもとにもたらされたとき、孝宗は枢密院に命じ、沿海制置司に、日本へ
往復した綱首荘大椿・張守中におのおの銭五百貫、水軍の使臣（使節）施閏・李忠賫に三百貫を支
給し、その労をねぎらわせた（蕃夷七歴代朝貢）。なお『宋史』には、この件が、乾道九年、日
本は始めて「明州の綱首」に附して方物をもって入貢した、と記されている（巻四九一外国七）。
枢密院は中央の軍政・軍令を総轄する機関で、宋代各軍の司令官は、兵は指揮するが統帥権は
もたず、枢密院を通して皇帝の命令がこなければ、一兵たりとも動かすことができなかった。『宋
会要輯稿』の記事は今回の日本への使節派遣が、皇帝の指示にもとづいて行われた性格のものだっ
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たことを、雄弁に物語っている。
推測をたくましくすれば、使を日本に遣わした中国側の意図は、貿易を本格化するにあたって、
船の安全が条件、ということなのではないか。海賊は大海原のただ中には出ない。出発港・目的
港近辺の海域や島々こそ海賊の巣窟である。となれば島々が点在する日本近海・瀬戸内海は危な
い。そこで予想される海賊の除去は絶対の必要だから、そのためには、日本の軍事面での最高実
力者・清盛入道の力が欠かせない。しかも、平家は祖父正盛以来瀬戸内海の海賊平定に大きな実
績をもつ（17）。瀬戸内航路の整備とは、施設の問題というより、人災、すなわち海賊への対策を
万全にすることである。
こう考えてくると、清盛が剣と鎧を返礼の贈物にしたのは、それへの同意のシグナル、と解す
ることができる。これを九条兼実は、「武勇の具を境外に出す」と批判した。武器搬出禁止とい
う東アジア国家の原則からいえば、一応正論であるが、宋側の要求内容まで理解しての発言とは
思われない。
その後『師守記』前掲条には「去年（承安三年）の秋比より大宋国の牒状数通到来すと云々」
とあり、宋側に積極的な姿勢があったことがわかる。清盛はそれらに応えて翌四年二月五日、宋
に返牒を送った。これで交渉は一段落したようだ。承安二～四年の日宋の接触は、両者間にかな
り綿密なやりとりがあったことがわかり、その交渉が交易上のなんらかの合意に達しなかったと
は考えにくい。だとすれば、清盛の日宋貿易は、宋の海商を相手の権門貿易という基本性格に加
え、中国では皇帝、日本では後白河が認知する、半ば公的な性格をもっていたということになる。
以後日宋貿易は量的に拡大したと考えられるが、残念ながらその実況を直接示す史料は残って
いない。わずかに『平家物語』が、平家の繁栄を語るのに「揚州の金・荊州の珠・呉
ご
郡
きん
の綾・蜀
江の錦、七珍万宝一として闕たる事なし」（巻一吾身栄花）と中国のぜいたく品をあげているのは、
美辞麗句でなく、清盛の中国貿易への熱中ぶりと、その結果としてのおそるべき富力を示すねら
いであろう。
これまでの研究によれば、日宋貿易の輸入品は香料、絹織物、白檀・紫檀等の貴木、陶磁器、
獣皮、ガラス製品、書籍、オウム・クジャクなどの珍鳥、紙・硯などの文房具が主要なものであ
る。もちろん流入品は、こうした高価・珍奇なものばかりではない。平家の時代になると、銅銭
が大量にもたらされるようになり、日本の貨幣経済の発達に大きな影響を与えた。よく知られて
いるように、皇朝十二銭の流通が停止した一〇世紀の末以降、日本国内では貨幣は造られなかっ
た。一二世紀後半以降、再びその使用が始まるが、流通したのは中国で現に使用されている銭（主
に北宋銭）だった。つまり日本は、交換手段を自前で用意するのでなく、中国に頼ったのである。
中世日本は、その後も中国銭を輸入し続ける。
一一世紀にはまったく使用の絶えていた銭が急に出まわれば、社会や経済の混乱は避けられ
ない。事実、宋銭の大量流通は、社会問題の発生をともなっており、治承三年（一一七九）おた
ふく風邪らしき病が流行ったとき、人々は「銭の病」と呼んで銭への忌避感を露わにした（『百
練抄』同年六月条）。同年七月、高倉天皇は万物沽価法の制定に意欲を示したが、その内容には「近
代渡る唐土の銭（宋銭）」の流通公認が含まれており、それは清盛の強い意向にもとづいていた（18）。
一方、南宋側では、産銅額が頭打ち傾向にあるにもかかわらず、海外貿易の発達により、おび
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ただしい量の銅銭が国外に流出することが政治問題化している。沿海制置使の趙伯圭も、日本に
使を派遣する前年の三月、南海から高麗・日本、山東に及ぶ沿海地域で、銅銭の私的な海外流出
の取り締まりを厳にするよう建言している（『宋会要輯稿』刑法二刑法禁約）。宋使と清盛の会談
でも、当然この件が話題になったはず。
従来日本からの輸出品では、砂金・水銀などが重視されていたが、重要なのは硫黄である。硫
黄は主に黒色火薬の原料に使われた。北宋は火薬を西北の西夏との戦闘用に配備し、そのため硫
黄を日本から大量に買い付けた、と考えられている（19）。
硫黄と並ぶ重要輸出品は杉・檜・松などの板もしくは角材である。日本産の木材は良質をうた
われ、孝宗も淳煕年中（一一七四～八九）禁中に「日本国の松の木」をもって一堂を建て、「翠
寒堂」と名づけ風雅を愛したという（『建炎以来朝野雑記』甲集巻一孝宗恭倹条）。また中国では
一般民衆まで遺骸を納める棺材に金をかけることをいとわなかった。乾道四年（一一六八）の序
を持つ陸游の『放翁家訓』には、「四明（明州）・臨安にて倭舟至りし時、三十千（三〇貫）を用
ふれば、一佳棺を得べし」とあり、日本材による良質な棺の需要が大きかった（20）。明州城内に
は棺材を加工製作する「棺材巷」もある（『開慶四明続志』巻七）。当時中国では、産業の躍進に
よって自然の収奪が進み、森林がどんどん消滅、薪炭から石炭へのエネルギー転換が進行し、木
材は貴重になりつつあった（21）。
中国側史料で見ると、日本産木材の輸入が始まったのは一二世紀三〇年代以降で（22）、日本に
おける銭の流通再開期にやや先行する。輸出むけの何万銭という銅銭は、船に積みこまれたとき、
重心を調整し復元力を維持するためのバラストの役割を果たす。帰りの船荷が砂金や真珠だけだ
と、軽すぎて吃水が上がり危険である。硫黄や木材を積むことで重心も下げられるのである。
Ⅳ．経島（新嶋）の築造
承安二年から四年にかけての日宋交渉は、大輪田泊の歴史に新しい一頁を開いた。清盛が貿易
船の近々の来航にそなえ、当地に船溜りとしての人工島の築造を始めたからである。この清盛の
人工島を「 経
きょうのしま
島 」というが、その築造は、通常大輪田泊の改修と理解されているので、両者同
一場所のように考えられてきた。果たしてそうだろうか。
それにはまず、大輪田泊の位置を確認しておかねばならない。治承四年（一一八〇）六月六日、
いわゆる福原遷都で、都を立つのが一足遅れた蔵人藤原親経は、「海船」を使って「輪田崎」に
着き、「沙浜に於て冠を着け、内（安徳天皇）・院（高倉上皇）に参」っている。そして夜に入っ
て「沙浜」に帰った。翌日は「沙浜より所々に参り、たまたま宿所を尋ね得、居住」したと書い
た（『親経卿記』）。
和田岬にある砂浜の港という条件にかなっているのは、大村拓生氏も指摘するように須佐の入
江である（23）。この入江は兵庫津を描いた最古の地図である元禄九年（一六九六）の「摂州八部
郡福原庄兵庫津絵図」（棰井家蔵・神戸市立博物館寄託、以下「兵庫津絵図」と略称）では、和
田明神付近で現神戸港の海面と別れ、南北に長い浜地で隔てられながら細長く北北西に深く入り
こんでいる（図 1）。入江は古湊川の流路が、神戸港の海面にそそぐ河口に形成されたもので（24）、
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浜地は湊川の運ぶ土砂と当地の東南から寄せる風波の作用で生まれたものだろう。大輪田が大
おおわだ
曲
なら、海や湖や川の「水面の深く入り込んだ所、入江」をさすから（『岩波古語辞典』）。大輪田
泊は、この入江を利用したものと考えるのが理に適っている。
「兵庫津絵図」では、入江の一番奥まったあたりに真光寺があり、南東にはややひろい水面が
広がる。この真光寺は一遍ゆかりの寺である。一遍は正応二年（一二八九）八月二三日、輪田の
観音堂で臨終を迎え、前の松の根元で荼毘に付され、そこに廟所が設けられた。正安元年
（一二九九）に完成した『一遍上人絵伝』（歓喜光寺本）巻一二の末尾部分では、檜皮葺き入母屋
図 1　摂州八部郡福原庄兵庫津絵図・略トレース図（原図武藤直氏、一部加筆）
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造りの大きな建物、つまり観音堂がみえ、別場面では観音堂内に安置された一遍の遺骸を老若男
女、道俗の人がとり囲んでいる。すぐその傍らが水面で、小舟が四艘つながれている。沖合には、
大量の米俵を積み船縁が吃水線近くまで下がった大型和船が航行中。廟所に建てられたのが真光
寺で、寺内には現在一遍の廟所があり、『一遍上人絵伝』最末画面どおり、立派な五輪塔が建っ
ている。南北朝期に再建したとみられる石造五輪塔（県指定文化財）である。
また真光寺のすぐそばには、清盛の遺骨を供養するため造られたと伝承される十三重の石塔が、
あたりを圧して立つ。十三重石塔すなわち清盛塚は、一九二三年道路工事のため、もとの場所よ
り一〇メートルほど北東に移されている。石塔台座には「弘安九　二月　日」という造立の年月
が刻まれており、清盛時代から一世紀も時代が降る。
関係するのが、西大寺流律宗の叡尊が、弘安八年（一二八五）八月に、兵庫で「石塔供養」に
臨み、曼荼羅供を略式で行ったという事実であろう（『感身学正記』下）。彼は兵庫の安養寺で説
法し、道俗九七二人に菩薩戒を授け、また「淫女」一七〇〇余人に持斎を説いた。菩薩戒の中身
は漁民など住人たちへの殺生禁断で、持斎は港町にはつきものの遊女への節食と自戒の勧めであ
る。「分に随ひ」と但し書きがついており、六斎日のようにとくに日を定めず、一日二日でもよ
いといっているので、戒律を授け節食を説くにしても、現実的で弾力的な布教活動であった。石
塔はその記念碑と考えられる（25）。これらによって真光寺や清盛塚のあたりこそ、鎌倉時代には
兵庫津と呼ばれるようになった、かつての大輪田泊のもとの中心域と見なすことができる。
須佐の入江は、「兵庫津絵図」が描かれた半世紀後の宝暦元年（一七五一）には、すでに逆瀬
川の一部に縮小して陸地化しているので（26）、近世中期の土木技術、労働力動員で埋め立て可能
な水深だった。こうした浅い水域に、当時の宋船（全長三〇メートル前後、船幅八～一〇メート
ル前後、外洋航海に必須の波切り可能な V 字型尖底を有する大型のジャンク船）が進入し、碇
泊することはできない。さらに宋船は、季節風にのって太陽暦九～一〇月に来航し、季節風にのっ
て太陽暦四～五月に帰国する。このため、半年間にわたり繋留できる安全な碇泊地が必要である。
だから対中国貿易を始めるにあたり、海に面した人工島を準備しなければならなかった。
清盛は、のちにこの人工島を築造した理由を、「輪田の崎は上下諸人の経過絶ゆること無し。
公私諸船の往還 数
あまた
有り。しかるに東南の大風常に 扇
さわがし
く、朝暮の逆浪凌ぎ難し。これ則ち泊無
きの致す所なり」（『山槐記』治承四年三月五日条所収同年二月廿日太政官符）と説明している。「泊
無き」とは、浅い入江以上のものではなかった元来の大輪田泊の、大型船を収容する能力の欠如
を表現する文句であろう。となれば清盛の「経島」は、いよいよ須佐の入江とは別場所に築造さ
れなければならなかった。
それでは「経島」の場所はどこにあったのか。叡尊が訪れた二カ月後、亀山上皇も兵庫を訪問
し、それに随行した三条実躬は当時の港について、次のように書き記している。
福原より兵庫嶋に出て、和多御崎・経嶋を歴覧す〈風聞す、平相国禅門、この嶋を築き出す
所なり。風雨を防ぎ往来の舟の宿泊となすと云々〉。数百艘の舟をこの入海に繋ぐものなり。
遊君等、笠を差し、扁船を棹さして、汀を廻り、おのおの郢曲を施す（『実躬卿記』弘安八
年一〇月二一日条）
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藤田明良氏は、港の中核部分が「経嶋」によって外海と区切られた「入海」だったこと、「築
き出す」という表現から、この人工島は海中の島ではなく、岸から延長した半島状のもので、船
を風から守り良港となっていたこと、誇張はあるが入江に繋がれた船の数を「数百艘」と表現し
ているように大いに賑わっていたこと、などを読み取っている（27）。
須佐の入江とは別場所で、その内側に船を係留できる突堤状の構築物ということなら、自ずか
ら場所は決まってくる。前掲の「兵庫津絵図」では、海岸部中央に長一一九間（二一六メートル強）、
横二七間半（約五〇メートル）の「内海」（船溜）が描かれている。その内海と外海とをつなぐ細
い水路には太鼓橋がかかり、橋の北側が嶋上町、太鼓橋を渡った南が船大工町と注記がある。嶋
上町には来迎寺があり、別名築島寺、山号を経島山という。清盛塚のおよそ北北東六三〇メート
ルの地である。この町名・寺名がかつての「経島」の位置を伝えていると考えるのが自然である。
もちろん、近世の景観や地名がそのまま平安末期まで遡るわけではない。しかし慶長七年
（一六〇二）、片桐且元と大久保長安が兵庫津で地子改を行ったときに、「嶋上町」として二九筆・
二反四畝一二歩の屋敷地が登録された（『摂州矢田部郡兵庫屋地子帳』／『岡方文書』第一輯第
一巻）。さらに遡って文安二年（一四四五）の『兵庫北関入船納帳』に現れる一二〇人前後の船主・
船頭中には、「嶋上」「嶋」「嶋本」の肩書き（地名）を有する者がいる。兵庫北関とは、「経島」
に入港する船から東大寺八幡宮が関銭を取る権利や施設をいうが（『鎌倉遺文』二三四九四号な
ど）、この「嶋」は当然「新嶋」、すなわち経島と関係する。
一方、南の船大工町は慶長の『兵庫屋地子帳』には現れず、天和元年（一六八一）の『兵庫津
地
じ
方
かた
（田畑）検地帳』には、その町名が二八人の名請人（耕作者）の肩書きに登場する（『兵庫
岡方文書』第二輯第二巻）。このことから同町は近世前期の埋め立てによって成立した町と考え
られ、中世にはまだ存在していなかった。事実岡山大学附属図書館蔵の「摂州花熊図」には、船
大工町にあたる南からの張り出しが書かれていない。同絵図は天正八年（一五八〇）、荒木元清
が預かる花熊城を攻略した池田家に伝えられた絵図である（28）。
以下詳しくは旧稿を参照していただきたいが（29）、結論として、一五世紀ごろの同地は、経島
と「内海」西側の南北の汀線にはさまれた水面が、北西の魚棚町方向に広がり、西側の磯之町の
汀線も若干西に後退して、内海の水面はより広くなり、同時に南部で大きく現神戸港の海面に開
放されていた。そしてその場景は清盛時代とそれほど違わなかったのではないか。
砂浜の停泊地の域を出なかった大輪田泊にほど近い場所に、「経島」という人工島の築造に着
工したのが承安三年（『帝王編年記』）、完成時期は明確ではないが、二年後の安元元年（一一七五）
ごろと考えている。しかし、海中に人工の島を造るのは簡単なことではない。せっかく築いたも
のも翌年風波でたちまち崩れ去った。そこで「石ノ面ニ一切経ヲ書テ、船ニ入テイクラト云事モ
ナク沈メ」る工法がとられたという（『延慶本平家物語』巻六太政入道経島を突給事）。海に「石
椋（石を積み上げてつくった垣、防波堤）」を構築するために、破損した和船の船底材に大量の
石を積んで沈める工法は他にも例があるし（『鎌倉遺文』八四七号）、人工島を「経島」と呼んだ
のは、「石ノ面ニ一切経ヲ書」いたためである。
「経島」は、半世紀以上のちの鎌倉の和賀江島と類似点が多かったと思われる。鎌倉では、前
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浜（由比ヶ浜）が水深の浅いことから大船が近づけず、艀船が必要で、事故も少なくなかった。
このため、貞永元年（一二三二）に勧進聖の往阿弥陀仏が、「舟船着岸の煩無からんがため、和
賀江嶋を築くべきの由」を申請した。この人物は前年筑前国葦屋津新宮浜沖に「孤島」を築き、「往
還の船を助け、風波の煩ひを休め」ようとした実績がある（『鎌倉遺文』四一二一号）。
執権北条泰時は喜んで合力し、諸人も助成している。工事は順調に進み、同年七月一五日に着
工し八月九日には早くも竣工したという。北条泰時の有力被官が巡検しているので、事実上は北
条氏の力でつくられた、といえそうである（『吾妻鏡』）。現在も大潮の干潮時には累々たる大石
の石積みが姿を現し、飯島岬の突端から西に向け二〇〇メートルほどに及ぶ。
「経島」の工事責任者になったのは、阿波を本拠とする平家の有力家人粟田（30）成良（阿波民
部大夫）である。成良は平家水軍の一翼を担う有力者であり、吉野川下流南岸の沖積地たる桜庭
を本拠に勢力をふるった。歴史的に発生期の水軍と海賊と海商は三位一体であるので、成良や彼
の関係者は、瀬戸内海の漕運にかかわりながら、富と勢力を拡げていった存在と思われる。阿波
から淡路島以西の瀬戸内海に向かうには、鳴門の渦潮を避け、明石海峡を通らねばならない。「経
島」の築造は自らの商売の利益にもかない、港修築のノウ・ハウももっていたのだろう。
「経島」完成後、福原遷都の最中の治承四年（一一八〇）一〇月一〇日、権中納言の藤原忠親は、
前月一六日より「輪田泊」に停泊中の宋船に「侍男」を使わし「薬種」を交易させている（『山
槐記』）。当地に直接宋船が来航した確実な例としては、現在この一例しか知られていないが、記
事からは忠親にとって宋船の来航はもはや驚きの対象ではなく、当然の既成事実となっていた雰
囲気が感じ取れる。過去すでに一定数の来航があったものと考えるべきであろう。
また忠親は、治承三年二月一三日、清盛が本朝未到来の『太平御覧』「二百六十帖」を「内裏」
に献上せられるということだ、という情報を得ている（『山槐記』）。これも福原に中国の文物が
もたらされた事例に加えることができよう。
都近くの経島が舶来品の直接入手地になり、宋船の中に博多津をスルーするものがあらわれた
ということは、それまで外国貿易の管理をしていた大宰府の府官や博多の海商たちの権限や利益
が損なわれ、平家やその息の掛かった海商のものになることを意味する。清盛と弟頼盛は、前者
が保元三年（一一五八）、後者は永万二年（一一六六）、大宰大弐（府の次官）に就任した。とく
に頼盛は当時の慣例を破って現地に赴任している。その目的は、府官を手なづけ、中国貿易を自
らの統制下に置き、宋船の福原への来航の障壁を事前に取り除くところにあった、と考えておく。
Ⅴ．千僧供養
清盛が福原に住むようになってから、当地では三月と一〇月中旬の年二回、それぞれ三日程度
の日程で、千僧供養の仏教儀式が催された。記録に残るものだけで六回に達する。たとえば、承
安二年（一一七二）三月一五日には、入道大相国福原亭で後白河を迎え、千人の持経者（法華経
を読誦する僧）が『法華経』を供養している（『百練抄』）。『古今著聞集』は、公卿・殿上人から
の施しはいうまでもないが、諸国の民衆も結縁のため、釘や餅四、五枚を差し出したと伝えてい
る。福原亭とはあるが、主なる行事は和田の浜で行われ、浜辺に仮設の建物を建てて道場にした。
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仏が千体準備されたというから僧一人につき一体である。当然『法華経』も千部準備された。こ
のときの千僧の中には後白河法皇自身も加わっている。四十八壇の阿弥陀護摩もあったというか
ら、千僧供養と一連の行事として修されたらしい（巻二－五九）。
この千僧供養、『古今著聞集』では『法華経』を転読をしたという。転読とは経題や毎巻の初め・
中程・終りの数行を読み、経巻を繰りひろげて巻いて、全巻通読になぞらえることをいう。しか
しそれは『大般若経』六百巻などの大部の経典の場合の作法で、このときは三日をかけたのだか
ら、転読というのは何かの間違いで、少なくとも一部は実際に経文を、順を追って読誦したのだ
ろう（後述のようにおそらく「提婆達多品」や『観音経』を中心に）。「読」は経を見て読む、「誦」
はそらで読む、つまり 声を出して経文を読むことで、読経ともいう。
また同じ年の一〇月一五日から、和田浜で千僧供養がおこなわれた。千人の僧とは誇張のよう
にも見えるが、厳島神社神主の佐伯景弘など、三月のときには、河内国の七つの寺院の僧侶と
厳島の住僧、合わせて一〇人を準備したことを報告している。各地でこうした光景がくり広げら
れたはずである（『平安遺文』五〇五五号）。
千僧供養の主催者になることは、だれにでも可能だったわけではない。承安二年一〇月のとき
で、和田の浜に集まった僧は、一身阿闍梨（名門の出であることにより、朝廷から一代を限って
阿闍梨の地位を与えられた者）として後白河、伴僧（導師や主役を勤める高僧に従って、威儀を
整え雑事を勤める僧）が二〇人、彼らは皆園城寺関係者で僧綱八人、有職（凡僧〈僧綱などに任
ぜられない法師位の僧〉で阿闍梨などの職についている僧、僧綱につぐ僧官）一〇人、非職（凡
僧で職についていない僧）二人、権僧正公顕、仁和寺の守覚法親王（後白河の第二皇子）・延暦
寺の覚快法親王（鳥羽天皇の第七皇子）、前大僧正覚忠も顔を見せ、自余の僧綱済々という豪華
さだった（『帝王編年記』承安四（二が正しい）年一〇月条）。当然招来には莫大な費用がかかる。
院政期に行われた千僧供養の主催場所は、大極殿・法勝寺・延暦寺・興福寺・東大寺に限られ
ている（31）。京都・奈良でするならともかく、この顔ぶれをこの地にそろえること自体が大変な
ことである。第一、分不相応な僭上だという非難を許さない門地・身分が必要だ。清盛の富と勢
威がそれを可能にした。
だが、なぜ和田浜での千僧供養なのか。この問いについては、同地で『法華経』を読誦したこ
とが、答えになると思う。和田の浜の範囲は明確ではないが、「千壇行法に依りてその浜を千僧
と謂ふ」という史料もある（『帝王編年記』前掲条）。前出の元禄九年の「兵庫津絵図」には、須
佐入江の南に「千僧」、入江の中に「小千僧」という地名がみえる。おおむね大輪田泊から南の
和田岬まで海浜の一帯を指すものだろう。
『法華経』の第一二章にあたる「提婆達多品」には、文殊菩薩が海中で『法華経』を説くこと
により、サーガラ龍王の娘を即身成仏させる、という竜神教化の説話が見える。竜は水神・海神
であり、その怒りは風波をまき起こし海難の原因になった。『源氏物語』には、明石の君が父明
石入道に「海竜王の后になるべきいつき女（秘蔵娘）」として品高く育てられたとある（若紫）。
明石の沖が海竜王が住む海域とみなされているからで、それを念頭に置くと、近隣の和田浜での
『法華経』読経に、海神をなだめ、海の平安を実現する意図があった、と見ておかしくない。
『法華経』第二五章の「観世音菩薩普門品」（『観音経』）には、金・銀や宝石の宝を求めて大海
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に乗り出したとき、暴風が吹いて、船が悪鬼の国に吹き流されたとき、誰か一人でも観世音菩薩
の名
みな
を称えたら、皆「羅刹の難」を逃れることができるとある。同じく観世音菩薩の救済の働き
を説いた個所では、海の難所や竜・海の怪物の住処に落ちこんだとしても、観音を心に念ずれば、
海中に沈むことは決してないという。
船乗りにとって航海の安全、海難よけの信仰は不可欠のものだし、『法華経』はもともと商人
の世界で信仰せられたもの。観世音菩薩が、日本・朝鮮・中国さらには東南アジアの海外貿易を
行う商人、船乗りの世界で広く信仰されたゆえんである（32）。千僧供養の『法華経』読誦は、や
はり浜辺で海に向かって行われねばならなかった。
清盛は、巨万の富を求め海外貿易に乗り出すには、『法華経』の力を借りねばならぬ、との信
念をいだいていたと思われる。そのことから、千僧供養は、それに参加・結縁・見物する法皇か
ら百姓までの広範な人びとに、平家こそ海路の安全を実現する力、とアピールする意図がこめら
れていた、とみなすことができる。その意味では、これも海賊対策とならぶ海上交通路整備の一
環といえよう。
千僧供養が行われた日取りが旧暦の三月・一〇月の一五日から三日間だというのは、満月から
の三日間、すなわち大潮の日からの三日間を意味する。潮汐は一日にそれぞれ二回の海面の高ま
り（高潮）と低まり（引き潮）を経験する。大潮の日はその差（潮差）は最大になり、小潮の日
に最小になる。つまり、大潮は浜辺がもっとも大きく表情を変えるときであり、翌日、翌々日と
しだいに潮差は小さくなってゆく。それは『法華経』と千僧供養の効果で、次第に海が穏やかに
なってゆくと印象づける。それも計算の上で日取りが設定されているのだと思う。この季節はま
た日本にやってくる宋船の離着岸のころでもある。清盛の「静海」、静かな海、または「浄海」、
浄い海という法名も、もともと海を鎮める、航海の安全を保障する、という彼の政治目標を、内
外にアピールするためのものだったに違いない。
治承元年（一一七七）一〇月にも、和田の代わりに、厳島で盛大な千僧供養が営まれた。一四
日から始まる千僧供養のいわば前夜祭として、万灯会が行われた（「伊都岐島千僧供養日記」）（33）。
万灯会は一万の灯火を点じて罪障を懺悔する法会である。じつは福原の千僧供養のときも万灯会
は行われており、これを歌人西行が実見し、次の歌を詠んだ。
六原太政入道、持経者千人集めて、津国輪田と申所にて供養侍けり。やがてそのつい
でに万灯会しけり。夜更くるまゝに灯火の消えけるを、おの
〵 〳
灯し継ぎけるを見て
消えぬべき法
のり
の光の灯
ともしび
火をかゝぐる輪田の泊りなりけり（『山家集』中 八六二）
西行は清盛と同年生まれ（一一一八年）で、若いころは鳥羽院の北面仲間で相識の間柄だった
から（34）、その縁で和田にやってきたのかも知れない。
Ⅵ．『太平御覧』の献上と福原遷都
平家・後白河の関係が、あからさまな不協和音を奏で始めたのは、安元二年（一一七六）七月
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八日の建春門院滋子の死によってである。彼女は清盛の妻時子の異腹の妹、後白河法皇の最愛の
后で、高倉天皇の母だった。平家と後白河院権力を結びつけ、対立を緩和する役割を果たしてい
た。以後両者の葛藤・対立は深刻の度を加え、安元三年六月一日、延暦寺の強訴とその後の処理
をめぐって、臨界を越えた。延暦寺と平家、どちらもおのれの意のままにならぬ両勢力を闘わせ
ようと謀った後白河院にたいし、清盛は、法皇近習の一斉逮捕をもって応える。鹿ヶ谷事件であ
る（35）。
その後、院の巻き返しがあり、両者の対立は、翌々治承三年（一一七九）一一月、平家の軍事
クーデタによって、暴力的な決着をみた。清盛は院政を停止、関白を親平家の近衛基通に替え、
反対派廷臣たちを一気大量に解官する。
クーデタ一カ月後の一二月一六日　清盛は春宮言
ときひと
仁親王（のちの安徳天皇）を西八条第に迎え、
『太平御覧』を贈った（『山槐記』）。言仁は一年前の治承二年一一月一二日、高倉天皇と中宮徳子
（清盛の娘）の間に誕生、前日には僅か二歳で立太子の儀を済ませていた。本朝未到来の『太平
御覧』は、清盛が中国貿易に熱心だったあかしであるが、このふるまいにこめられた意図には、
深長なものがあった。
Ⅳ節で紹介したように、この年の二月一三日、藤原忠親のもとに、清盛が『太平御覧』「二百六十
帖」を「内裏」に献上するらしい、という情報が届いている。忠親はその現物は摺本（木版印刷
本）だが、それを清盛が筆写し、写本を手許に残しておくという情報も得ている（『山槐記』）。
これほど大部のものを、清盛がすべて自ら筆写したとは考えられず、事実なら側近・能筆らに分
担させたと思われる。
同年末、言仁に献上されたのは「総数三百巻」で、二月の「二百六十帖」とボリュームが違っ
ているけれど、三百巻は概数で両者同一物だろう。二月の時点では実際にはまだ献上されず、こ
のとき春宮に贈呈されたと考えたい。一二月一六日に献上されたのは、いわば目録替わりの三帖
のみ、筥に入れず裸のまま美しい裂
きれ
につつんだ。裂は蘇芳色をぼかし染めにしたもので、縦糸を
浮かすことにより文様を織りだした高級な綾だった。その上この包みは銀でつくった松の飾り枝
に結んであるという風流ぶりである。
言仁への献本の様子を書きとめた忠親は、「後朱雀院儲
ちょくん
君（春宮敦
あつなが
良親王、後の後朱雀天皇）
のとき、万寿の比御
み ど う
堂より御送物有り、摺本文選・文集と云々、つぶさに経頼卿記に見ゆ、蓋し
かの例を追はるるなり」と記す（一二月一四・一六日条）。彼はこの一カ月前春宮権大夫に就任
しており、一五〇年も前の春宮にかんする先例を承知していたのであろう。そして一件は実際に
源経頼の日記『左経記（経頼卿記）』万寿二年（一〇二五）七月三日条に見え、藤原道長が摺本
の『文集』一部と同『文選』一部を、やはり斑濃の薄物で包み、銀の飾り枝につけて孫たる敦良
に贈ったとある。『文選』は中国の戦国時代から梁に至る千年間の詩文のアンソロジーを細目に
分けて編纂した書、『文集』は『白氏文集』のことで、いうまでもなく唐の白居易の詩文集。日
本では平安時代には「文は文集。文選。……」（『枕草子』一九八段）といわれ、知識人の第一の
必読・愛読書として、当時の文学に大きな影響を与えた。
それにしても「蓋し」以下はまことに興味深い観察である。というのは、同年正月一一日、参
内した清盛が、高倉天皇・中宮徳子・春宮言仁と対面している。これにたいし忠親は、「御堂以
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後いまだかくの如き事を聞かず、珍重の事なり」との感想を書き留めている（『山槐記』）。忠親
が念頭に置いていたのは、万寿四年一一月二六日、死に臨んだ道長が、法成寺阿弥陀堂に後一条
天皇・中宮威子を、翌々二八日には春宮敦良親王を迎えた事実だろう（『小右記』）。忠親は、清
盛のふるまいに、晩年の御堂関白道長の姿を重ね合わせていた。それはただに忠親の印象たるに
とどまらず、清盛自身が強く意識し、その場の参会者に道長のふるまいを想起させようとしたパ
フォーマンスだったはずである。
すでに高倉天皇は病に冒され、翌治承四年二月には譲位（言仁の践祚）、四月に安德即位の儀
を行うと予定が決まっていた（『山槐記』一二月一一日条）。しかも『太平御覧』という書物の性
格がある。御覧は、天子が御覧になること、またその書物をさすからである。同書は、宋初の太
平興国二年（九七七）、太宗の勅命をうけて編纂、全体を天・時序・地・皇王・偏覇（一方の旗頭）・
皇親・州郡など五五部門一千巻に分け、あらゆる事類を網羅しようとした、いわば一大百科事典
である。
清盛は、『文選』や『白氏文集』は伝統になずむ過去の天皇のもので、新時代の天皇には東ア
ジア規模の情報の宝庫『太平御覧』が相応しい、と考えていたのではないか。献本は、ただの舶
来珍本趣味ではなく、即位間近い言仁に、知識欲旺盛な天皇、東アジア世界に関心をもつ天皇に
育って欲しい、との願いをこめたもの、と考えたい。多事多端な清盛が『太平御覧』をわざわざ
自ら筆写し手許に留め置いたのも、知的な意味でも幼帝の後見たらんとする覚悟を、広く知らし
めんとするものだったのではないか。
ついで治承四年二月二〇日、清盛は朝廷に、「延喜の例」にならい、波浪によって破損した経
島の石椋を国家権力の力で改修したい、との解状を提出した。解状には、そのため①一部の例外
国を除く畿内と山陽・南海両道の諸国では、荘園公領、権門勢家領を問わず、田一町につき一人、
畠は二町につき一人の割合で、人夫を強制雇用して提供させる、②東海・西海両道諸国について
は、その国の船が経島に入港したとき、あるいは出港のとき、それぞれ三日間の石積みの労役を
課すという案が示されていた（『山槐記』三月五日条所収二月二〇日太政官符）。
この解状に応えるため、清盛の希望と高倉天皇の命で、右大臣九条兼実が宣下の 上
しょうけい
卿 （朝廷
での政務や儀式を指揮する公卿）に指名されている。ところが解状は個人の解ではなく、「入道
前太政大臣家」からの提出であり、奥に前筑前守平貞能の署判があり、出家人の解状に家令が加
署する前例はないなど、文書様式上の難点があった。
にもかかわらず高倉天皇は、「この事必ず今日宣下せらるべし」と指示している。背後に清盛
の圧力があったのだろう。文面を修正しようとしても、今日中ではとても福原の清盛の了解をと
ることはできない。本日中にこだわったのは、翌二一日に高倉天皇の譲位、安徳の践祚を控えて
いたからで、まさにぎりぎりの日限での、駆けこみ要求だった。だから異例の上申文書であって
も、様式の修正すら言い出せなかった。結局同日中に太政官符として発給をみている（『玉葉』）
高倉治世下の承認という形にこだわったのは、安徳の践祚がクーデタによる軍政下のそれで、
正統性に瑕疵がある、との負い目があったからだろう。高倉は清盛の義理の妹の子だが、後白河
と清盛の蜜月期に手続きを踏んで即位した、自身の独立した判断をもち得る天皇であった。その
裁可だから、襁褓もとれぬ幼帝の、決定ともいえぬ決定ではないという見せかけになる。平氏系
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だが成人の天皇（高倉）が始めた路線を、純粋の平氏系天皇（安德）が父の後見のもとで遂行す
る、という装いをこらしているわけである。
同年六月二日の明け方、安徳天皇・高倉上皇・後白河法皇以下の一団が、平安京を離れ福原に
向かった。世にいう福原遷都である。遷都を南都の反平家の蠢動に業を煮やした清盛の発作的な
思いつきという意見があるが、従えない（36）。すでに高倉─安德という平氏系の新王統が誕生し
ていた。遷都は政治環境の大転換、少なくとも人心一新の効果がある。それゆえ新王統（王朝）
には新都がなければならない。中国で王朝交代とともに、都が洛陽と長安の間を振り子のように
移動したように、また壬申の乱で打倒された天智系の天皇である桓武が、天武系天皇の都たる平
城京を廃し、山背（山城）長岡への遷都を断行したように。
福原遷都というが、じつは福原は当座の行宮に過ぎず、造都の候補地として「和田の松原の西
の野」（『平家物語』巻第五都遷）があがっている。これは福原の南方、現在の神戸市兵庫区南部・
長田区一帯にあたっていた。予定地の中心が和田（輪田）だったから、正確には和田京遷都計画
と呼ぶべきである。その京域については、歴史地理学者の足利健亮氏が、四辺を東西南北に合わ
せた正方位の都であると提唱し（37）、その復元案が妥当である。足利案によれば、和田京は面目
を一新するはずの「経島」を取りこむ構想になっていた（図 2）（但し和田京は完全なペーパー
プランで、すぐに他の候補地捜しが始まり、七月になって福原に居座り、都市整備をしながら内
裏を造って、そこを都とする構想に変わる）。
国家による「経島」の改修申請は、遷都のわずか百日前のできごとである。常識的に考えても、
安徳に引き継がれるべき国家的事業が、安徳のための未来の新都構想と無関係であるはずがない。
この推測が正しいとすれば、「経島」の改修は、「海の都」建設にともなうインフラ整備を、真の
目的を秘匿したまま、先行実施させ
るもの、と位置づけねばならない。だ
からこそ「経島」の改築は、平家の
私力でするのではなくて、あえて国
家の力で行う必要があった。
内陸部の内向きの都である平安京
に替わる、海を介して東アジアにつ
ながる新都、東アジア世界全体に深
い関心を寄せる新天皇と面目を一新
した国際貿易港、それらが自らを藤
原道長に擬す外祖父と精強な平家軍
団によって支えられる王権の構造、清
盛の夢見ていた幻の王朝とは、その
ようなものであった、と思えてくる
のである。
図 2　和田京の位置　 A－B－C－D、喜田貞吉推定プラン 
E－F－G－H、足利健亮推定プラン
　（原図足利健亮氏、一部変更）
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